




























































































1． 包括的 な早期幼児 ケアと教育 の拡大 し改善す る0
2． 2015年 まで に， すべて の子 どもたち， と くに女
MI）Gs
－
目標 2： 2015年 までに， 男子 および女子 とも， あ ら
ゆ る場 所 の子 ど もが小 学校 全過程 を修了 で
きるよう保障す る。
子 およ び困難 な状 況 にあ る子 どもたち， 民族 的
マイ ノ リテ ィ，が良質 な無償 の義務 初等 教育 へ
ァクセスで き，修了で きるよう保障す る。
3． 若者 と成 人 の学 習 ニー ズが，適 切な学 習甘 まび ‾‾ －
ライフ ス キル （生 活技 能）の プ ログ ラムへの均
等なア クセスを通 して満 た され るよ う保 障す る。
4． 2015年 までに， とくに女性 について， 成人識字 －
の水準 を 50％改善 する。
目標 3‥　初等 ・中 等教育 にお ける男女格差 をで きる
だ け 2005年 まで に解消 す る。2015年 まで
にすべて の教育 レベルにおいて解消 する。
5． 2005年 まで に，初等 ・中等教育 にお ける男女格
差を解消 し，2015年 まで に教育 にお ける ジェン
ダー平等 を実現 す る。 と くに，良質 な基 礎教 育
につい て の女子 の完全 かつ平等 なア クセス と学
業成績 の確保 に焦点 を当てる0
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